
は じ め に

平成２２年４月３０日に厚生労働省医政局通知「医療

スタッフの協働・連携によるチーム医療の推進につ
いて」が発出され，その中で「薬剤師を積極的に活
用することが可能な業務」が示された．それを踏ま

第６８回国立病院総合医学会
（平成２６年１１月１５日 於横浜）

平成２４年度の診療報酬改定にて病棟薬剤業務実施加算が新設され，病院薬剤師にとっ
ては今後の大きな目指すべき方向性が示され，全国的にも病院全体での取り組みが開

始となった．国立病院機構の施設およびナショナルセンターにおいても平成２４年４月には６施設
（４．０％）が届出を行ったが，その実施に向けて薬剤師確保や体制整備を行った結果，平成２６年
１１月現在５５施設（３６．４％）が届出されるに至った．
その結果，質の高い医療の提供を目的に開始されたこの病棟薬剤業務により，安全かつ最適な

薬物療法への関わりという面で薬剤師の活動がチーム医療の一員として評価されている．しかし
一方では，これから取り組みを施策している施設においては目標とすべき業務内容において施設
間での差が生じている現状もある．そこで，本シンポジウムにおいては大学病院を含め環境の異
なる３施設においての取り組み状況を紹介することにより今後の薬剤師の教育と目指すべき指標，
さらには将来に向けての構想，新たな業務展開という点で，病棟薬剤業務実施前後についてのア
ウトカム・エビデンスを中心とした報告が行われた．これらの報告により現在すでに病棟薬剤業
務実施加算の届出済みの施設においては新たな方向性や目指すべき指標を，これから実施を考え
ている施設においては薬剤師の介入によるアウトカムの参考となり，さらには今後の病棟薬剤業
務実施の方向性が示された．
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聖マリアンナ医科大学病院における
取り組み

神戸医療センターにおける取り組み

え，各病院における薬剤師の業務が見直されること
にともない，病棟薬剤師として活動を始めた施設が
増加してきた．その状況もあり，平成２４年度の診療
報酬改定にて「病棟薬剤業務実施加算」が新設され，
病院薬剤師にとってあるべき姿の業務との位置づけ
がされ，チーム医療推進のために病院全体での取り
組みが全国的にさらに行われるようになった．国立
病院機構（NHO）施設およびナショナルセンター
（NC）においても平成２４年４月の時点ではNHO
施設１４３施設，NC８施設の合計１５１施設のうち６施設
（４．０％）で施設基準の届出を行い，業務の開始と
なったが，その後も各施設においてこの業務実施に
向けて薬剤師数確保や体制整備を行った結果，平成
２６年１１月現在では５５施設（３６．４％）まで増加してい
る（図）．
その結果，質の高い医療の提供を目的に開始され

た病棟薬剤業務が広がり，安全かつ最適な薬物療法
への関わりという点でチーム医療の一員としての薬
剤師が評価されてきている．しかしその一方では，
各施設においては薬剤師に求められる業務内容も異
なり，病棟薬剤業務として何を目標に取り組むべき
か具体的な方向性がみえてこないという点もあり，
その取り組みについては各施設での差が生じている
現状もある．
そこで，この度は聖マリアンナ医科大学病院およ

びNHOより２施設の取り組み状況を紹介し，今後
の病棟薬剤業務の方向性の参考としたい．

聖マリアンナ医科大学の薬剤部においてはファー

マシューティカルケアの理念に基づいた取り組みが
行われている．チーム医療の根幹としてその役割分
担を明確にし，薬剤部が組織の一員として何をなす
べきかを常に考え実行している，その結果，病棟薬
剤師はすべての患者を対象に責任ある薬物治療に携
わり，チーム医療においては薬物療法の専門家とし
てのその職能を発揮することが責務であるという理
念のもと業務を行っている．そのためには薬学部教
育だけでは臨床を担う薬剤師の育成が期待できない
と考え，薬剤部内で独自のジャーナルクラブを発足
し，最新のエビデンスに基づいた薬物治療が行える
薬剤師を育成し，臨床で役立つ薬剤師育成のための
取り組みを行っている．
その取り組みとして医薬品使用実態調査（Medica-

tion―Use Evaluation : MUE）が挙げられる．MUE
により医薬品使用プロセス等の実態を把握し，医薬
品の適正使用推進および患者の安全の向上が図られ
ている．次に薬物治療共同管理（CollaborativeDrug
Therapy Management : CDTM）が挙げられる．
CDTMにより薬剤師は医師と交わした共同業務の
契約（プロトコール）に認められた範躊で薬物治療
管理を行っている．３点目にはフォーミュラリーの
作成があり，薬剤選択の基準を示し，合理的な薬物
治療が行われ，患者のQOL向上に貢献するだけで
なく，治療にかかる薬剤費を削減し，成果を挙げて
いる．

現在，病棟薬剤業務において ICU，手術室での
薬剤師常駐は義務化されてはいないが，神戸医療セ
ンター病院においては周術期管理チームの一員とし

図 病棟薬剤業務実施施設数
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熊本再春荘病院における取り組み

ま と め

ての薬剤師を目指した取り組みが行われている．
ICU，手術室においては麻薬をはじめとする作用の
強い救急医薬品が汎用され，それらを適正かつ安全
に使用できる環境作りに薬剤部が大きく寄与してい
る．
それら業務については医療の質の向上のためのア

ウトカム評価，プロセス評価，ストラクチャー評価
を行う一方で，医療スタッフの視点および経済的視
点によるアウトカム評価を数値化し，ICU，手術室
における薬物療法が適正かつ安全に行われるための
業務を推進している．それら得られたエビデンスを
積み重ねることにより薬剤師に対する評価向上に大
きく寄与し，薬剤師業務のさらなる展開へ導いてい
る．

熊本再春荘病院においては病棟薬剤業務の実施に
より医師の処方に対する疑義照会を積極的に行い，
適正かつ安全な薬物療法が実施されている．とくに
優良事例（禁忌，副作用，用量超過，重複等）につ
いての照会率が増加している．それらの主な内容と
しては持参薬の鑑別から始まり，周術期の抗血栓療
法への関わり等が挙げられている．またそれら業務
体制として「病棟常駐薬剤業務内規」により薬剤師
による処方オーダー代行入力をプロトコールに基づ
き，実施している．その結果，病棟薬剤師による疑
義照会件数および優良事例の増加となっている．さ

らにこれらの情報を院内の薬剤師で共有するだけで
なく院内の他職種，さらには近隣の薬剤師会との勉
強会においても紹介するなどの取り組みがなされて
いる．

改定薬剤師法施行等を含め薬剤師を取り巻く環境
は日々変化し，われわれ薬剤師に求められる責務も
増大している．そのような状況の中，病棟薬剤業務
実施加算の新設を機にその業務に取り組むことによ
り多方面でその成果を上げてきている現状がある．
本シンポジウムにより改めて患者のための安全かつ
適正な薬物治療が行われることを第一の目標とし，
各施設において薬剤師として求められる業務を推進
し，チーム医療の一員として責務を果たしているこ
とが示された．
NHOおよびNCの施設においてはそのネットワ
ークを生かし，今後の病棟業務推進のための協力体
制を強化していきたいと考える．

〈本論文は第６８回国立病院総合医学会シンポジウム「病
院薬剤師のさらなる飛躍に向けて ―病棟薬剤業務の実
践（現状と今後の展望）―」として発表した内容を座長
としてまとめたものである．〉

著者の利益相反：本論文発表内容に関連して申告な
し．
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